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② へぇ～、お菓
か

子
し

を調
しら

べる学
がく

問
もん

が

あるなんて知
し

らなかった！ 民
みん

俗
ぞく

学
がく

の調
ちょう

査
さ

ってどんなことを

するんだろう？ もっと 

知
し

りたいな！ 

 

 

 

 

 

 

民
みん

俗
ぞく

学
がく

の調
ちょう

査
さ

の基
き

本
ほん

は「歩
ある

く」「見
み

る」「聞
き

く」と言
い

われています。キリガシ

を例
れい

に、多
た

里
り

さんに調
ちょう

査
さ

のようすを教
おし

えてもらいましょう！ 

 

➤ 民
みん

俗
ぞく

学
がく

ってなに？ 

キリガシのように、昔
むかし

から受
う

けつがれてきた

食
た

べ物
もの

や行
ぎょう

事
じ

などの意
い

味
み

や由
ゆ

来
らい

を調
しら

べて記
き

録
ろく

する学
がく

問
もん

のこと。 

 

(1892-1984) 

水
みず

沢
さわ

町
まち

大
おお

町
まち

（今
いま

の奥
おう

州
しゅう

市
し

）

で生
う

まれ、東
とう

京
きょう

の大
だい

学
がく

や 

フランスで美
び

術
じゅつ

の研
けん

究
きゅう

を 

した。岩
いわ

手
て

県
けん

に戻
もど

ってから

は、県
けん

内
ない

で見
み

られる風
ふう

習
しゅう

 

やお祭
まつ

りなどを 調
ちょう

査
さ

し、 

たくさんの資
し

料
りょう

を残
のこ

した。 

➤ 森
もり

口
ぐち

多
た

里
り

ってどんなひと？ 

森
もり

口
ぐち

多
た

里
り

 

 

 

これは、岩
いわ

手
て

県
けん

に伝
つた

わる「キ

リガシ」というお菓
か

子
し

です。

お米
こめ

を材
ざい

料
りょう

とした餅
もち

菓
が

子
し

で、

桃
もも

の節
せっ

句
く

（ひなまつり）に食
た

べられてきました。岩
いわ

手
て

県
けん

 

出
しゅっ

身
しん

の森
もり

口
ぐち

多
た

里
り

という民
みん

俗
ぞく

学
がく

 

   の先
せん

生
せい

が調
ちょう

査
さ

に行
い

った 

   家
いえ

でもらったものなん 

   ですよ。 
解
かい

説
せつ

員
いん

 

見
み

てみて。カラフ

ルでいろいろな模
も

様
よう

があって、とっ

てもきれいだね！

これは何
なん

だろう？ 

ケンくん ハクちゃん 



引
いん

用
よう

・参
さん

考
こう

 小
お

野
の

公
こう

八
はち

（2011）『森
もり

口
ぐち

多
た

里
り

と郡
ぐん

司
じ

直
なお

衛
え

』/ 上
うえ

野
の

和
かず

男
お

 他
ほか

（1974）『民
みん

俗
ぞく

調
ちょう

査
さ

ハンドブック』他
ほか
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多
た

里
り

さん 

 

博
はく

物
ぶつ

館
かん

では、多
た

里
り

さんが残
のこ

した写
しゃ

真
しん

や

スケッチなどの資
し

料
りょう

を「森
もり

口
ぐち

多
た

里
り

コ

レクション（右
みぎ

の写
しゃ

真
しん

）」として展
てん

示
じ

し

ています。岩
いわ

手
て

の先
せん

人
じん

たちのくらしを

思
おも

い浮
う

かべながら、じっくりみて 

みてくださいね。 

 

  

 
●「けんぱくものしりシート」の内

ない

容
よう

は 

発
はっ

行
こう

当
とう

時
じ

のものです。 

●「けんぱくものしりシート」は解
かい

説
せつ

員
いん

が 

執
しっ

筆
ぴつ

しております。 

モッちゃん 

〒020-0102 34 

Tel. 019-661-2831 Fax. 019-665-1214 

ＨＰにてバックナンバー公開中！ 

検索 岩手県立博物館 

多
た

里
り

さんの 調
ちょう

査
さ

方
ほう

法
ほう

 

 

調
ちょう

査
さ

対
たい

象
しょう

：キリガシ 場
ば

所
し ょ

：御
お

明
みょう

神
じん

村
むら

（今
いま

の雫
しずく

石
いし

町
ちょう

） 

調
ちょう

査
さ

した日
ひ

：1949（昭
しょう

和
わ

24）年
ねん

3月
がつ

2日
か

（旧
きゅう

暦
れき

） 

■実
じつ

物
ぶつ

を見
み

る 

実
じっ

際
さい

の色
いろ

や 形
かたち

、

使
つか

われている材
ざい

料
りょう

の感
かん

触
しょく

がわかる。 

■スケッチする 

スケッチを描
か

くた

めによく観
かん

察
さつ

する

ことで、細
こま

かいと

ころに気
き

づくこと

ができる。 

■写真
しゃしん

をとる 

全
ぜん

体
たい

のようすや、踊
おど

りなどの動
うご

きがある

ものの一
いっ

瞬
しゅん

を記
き

録
ろ く

できる。 昔
むかし

の写
しゃ

真
しん

は白
しろ

黒
く ろ

だった。 

詳
くわ

しい人
ひと

に話
はなし

を聞
き

き、教
おし

えてもらった

ことをノートに書
か

く。 

■ 話
はなし

を聞
き

く 

盛
さかり

町
ちょう

朝
あさ

市
いち

（大
おお

船
ふな

渡
と

市
し

） 

1958（昭
しょう

和
わ

33）年
ねん

 

大
おお

償
つぐない

神楽
か ぐ ら

（花
はな

巻
まき

市
し

） 

1953（昭
しょう

和
わ

28）年
ねん

 

当
とう

時
じ

は自
じ

家
か

用
よう

車
しゃ

も少
すく

なかったから、徒
と

歩
ほ

やバスで取
しゅ

材
ざい

することもあったなぁ。

ところで、君
きみ

たちは「茶
ちゃ

柱
ばしら

(  )が立
た

つと縁
えん

起
ぎ

がいい」なんて聞
き

いたことはな

いかい？ こうした言
い

い伝
つた

えも、民
みん

俗
ぞく

学
がく

で大
たい

切
せつ

に調
しら

べていることなんだ。人
ひと

から

人
ひと

へ話
はな

して伝
つた

えられてきたものが多
おお

いから、記
き

録
ろく

に残
のこ

すことが重
じゅう

要
よう

なんだよ。 

 

 

 

いつか、ぼくたちの生
せい

活
かつ

も民
みん

俗
ぞく

学
がく

の記
き

録
ろく

の一
いち

部
ぶ

になるのかも！  

 

森
もり

口
ぐち

多
た

里
り

コレクション 
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